
（14）令和 3年（2021 年）2月 24日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

アスベストを〝泡〟で制する安全・安心工法アスベストを〝泡〟で制する安全・安心工法
　

１
９
６
５
年
頃
か
ら
販
売
が
始

ま
り
２
０
０
６
年
に
使
用
が
禁
止

さ
れ
る
ま
で
約
40
年
に
わ
た
っ
て

製
造
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
物

に
使
用
さ
れ
て
き
た
ア
ス
ベ
ス

ト
。
発
塵
性
が
高
い
と
さ
れ
従
来

か
ら
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
き
た
吹

き
付
け
材
や
断
熱
材
以
外
に
も
、

当
時
の
建
築
物
に
は
仕
上
塗
材
や

下
地
調
整
材
に
も
ア
ス
ベ
ス
ト
を

含
有
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な

い
。
現
在
、
竣
工
か
ら
15
年
～
60

年
が
経
過
し
た
そ
れ
ら
の
建
築
物

が
、
改
修
・
解
体
の
時
期
を
迎
え

て
い
る
の
だ
が
、
安
全
に
工
事
を

進
め
る
た
め
に
は
ま
ず
適
切
な
方

法
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
去
す
る
必

要
が
あ
り
、
現
場
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

仕
上
塗
材
に
つ
い
て
は
剥
離
剤

等
を
使
用
し
て
剥
が
す
方
法
が
一

般
的
だ
が
、「
下
地
調
整
材
」
の

多
く
が
無
機
系
の
た
め
、
剥
離
剤

で
除
去
で
き
な
い
の
で
、
主
に
研

削
工
法
で
除
去
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
６
月
の
改
正
で
吹
付
け
以

外
の
石
綿
含
有
建
材
に
つ
い
て
も

規
制
が
強
化
さ
れ
、
本
年
４
月
か

ら
は
、
デ
ィ
ス
ク
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー

等
の
電
動
工
具
を
用
い
て
仕
上
塗

材
を
除
去
す
る
作
業
に
つ
い
て
は
、

湿
潤
な
状
態
に
す
る
こ
と
と
作
業

場
所
の
隔
離
が
義
務
と
な
る
。

　
「
コ
ン
ス
テ
ッ
ク
Ａ
Ｇ
バ
ブ
ル

シ
ス
テ
ム
」
は
、
湿
式
集
塵
装
置

付
き
デ
ィ
ス
ク
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
ケ

レ
ン
工
法
の
一
種
で
、
湿
潤
状
態

の
確
保
に
「
泡
」
を
用
い
る
の
が

最
大
の
特
色
。
泡
の
噴
出
・
吸
引

機
構
を
備
え
た
専
用
デ
ィ
ス
ク
グ

ラ
イ
ン
ダ
ー
を
用
い
て
研
削
す
る

た
め
、
塗
材
の
種
類
に
関
わ
ら
ず

下
地
調
整
材
と
仕
上
塗
材
を
同
時

に
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

デ
ィ
ス
ク
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
に
は

カ
バ
ー
が
装
備
さ
れ
て
お
り
、
泡

状
の
薬
剤
の
散
布
か
ら
研
削
で
生

じ
た
粉
塵
を
泡
で
絡
め
て
吸
引
す

る
ま
で
の
全
工
程
を
カ
バ
ー
内
部

で
行
う
。

　
「
独
自
の
泡
で
粉
塵
を
絡
め
取

る
た
め
ア
ス
ベ
ス
ト
を
飛
散
さ
せ

ず
、
粉
塵
の
回
収
性
能
に
優
れ
て

い
る
。
建
設
技
術
審
査
証
明
を
取

得
済
み
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
や
負
圧
除

塵
装
置
を
設
置
す

る
必
要
が
な
く
、

全
面
型
の
電
動

フ
ァ
ン
付
き
防
塵

マ
ス
ク
や
保
護
衣

の
着
用
義
務
も
な

い
」（
同
社
広
報

担
当
）
と
い
う
。

　

ま
た
、
薬

剤
を
完
全
に

再
利
用
で
き

る
シ
ス
テ
ム

と
し
た
の
も

大
き
な
特
徴

（
図
参
照
）。

泡
に
付
着
し

た
粉
塵
は
空

気
と
そ
れ
以

外
（
液
体
）

に
分
離
さ
れ
、
空
気
は
フ
ィ
ル
タ

ユ
ニ
ッ
ト
（
空
気
用
）
の
Ｈ
Ｅ
Ｐ

Ａ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ろ
過
さ
れ
た

後
、
排
気
さ
れ
る
。
一
方
、
液
体

は
ス
ラ
ッ
ジ
回
収
ユ
ニ
ッ
ト
を
経

て
、
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
（
液
体

用
）
で
高
性
能
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
フ
ィ
ル

タ
ー
（
０
・
10
～
０
・
20
㍃
㍍
を

99
・
９
９
３
％
除
去
）
で
ろ
過
さ

　
「
コ
ン
ス
テ
ッ
ク
Ａ
Ｇ
リ
ム
ー

バ
ー
」
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
塗

膜
を
含
む
有
機
系
の
塗
膜
仕
上
材

を
軟
化
・
膨
潤
さ
せ
て
除
去
す
る

環
境
配
慮
型
の
剥
離
剤
。
生
分
解

性
１
０
０
％
の
た
め
、
排
水
お
よ

び
土
壌
に
付
着
し
た
材
料
は
バ
ク

テ
リ
ア
に
よ
っ
て
無
害
化
さ
れ

る
。
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン(

塩
化
メ

チ
レ
ン)
を
含
ま
な
い
た
め
臭
い

が
少
な
く
、
皮
膚
へ
の
刺
激
が
極

め
て
低
い
非
塩
素
系
で
、
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
症
候
群
の
原
因
に
な
る
Ｎ

Ｍ
Ｐ
を
含
有
し
て
い
な
い
の
で
、

学
校
や
病
院
、
介
護
施
設
な
ど
、

よ
り
安
全
性
が
求
め
ら
れ
る
建
築

物
な
ど
に
最
適
だ
。

　

既
存
塗
膜
を
溶
解
す
る
の
で
は

な
く
、塗
布
し
て
養
生
後
に
軟
化
・

膨
潤
し
た
既
存
塗
膜
を
ス
ク
レ
ー

れ
た
後
、
溶
液
タ
ン
ク
に
戻
っ
て

再
び
発
泡
溶
液
と
し
て
利
用
さ
れ

る
。
廃
棄
物
は
粉
塵
の
み
で
、
溶

液
は
循
環
利
用
さ
れ
る
た
め
環
境

負
荷
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
（
図
参
照
）。

　

そ
の
ほ
か
、
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
は

最
大
５
台
ま
で
同
時
に
使
用
で

き
、
さ
ら
に
装
置
本
体
か
ら
手
元

ま
で
最
長
１
３
０
㍍
の
距
離
で
施

工
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ィ
ス

ク
部
を
付
け
替
え
る
こ
と
で
、
入

隅
部
や
目
地
部
な
ど
細
部
に
も
対

応
。
多
様
な
現
場
で
効
率
よ
く
作

業
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

い
る
。
装
置
一
式
が
４
㌧
ト
ラ
ッ

ク
の
上
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
作

業
場
所
へ
の
移
動
も
簡
単
だ
。

パ
ー
等
で
除
去
す
る
剥
離
剤
で
、

主
成
分
が
有
機
溶
剤
で
は
な
い
た

め
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
の
設
置

が
不
要
。
湿
潤
状
態
を
維
持
し
や

す
い
設
計
に
よ
り
、
剥
離
作
業
時

の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
も
防
止
で
き

　
「
コ
ン
ス
テ
ッ
ク
Ａ
Ｇ
‐
Ｊ
シ

ス
テ
ム
」
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
処
理

の
基
本
で
あ
る
「
除
去
工
法
」
の

１
つ
で
、
作
業
現
場
を
完
全
に
隔

離
・
密
封
し
、
高
機
能
除
塵
機
で

内
部
を
負
圧
に
維
持
し
な
が
ら
、

独
自
の
特
殊
薬
剤
を
使
用
し
て
作

業
を
行
う
。
粉
塵
が
舞
い
上
が
ら

な
い
よ
う
に
湿
潤
状
態
を
維
持

し
、
作
業
者
は
防
護
マ
ス
ク
と
専

用
の
防
護
服
を
着
用
、さ
ら
に「
石

綿
作
業
主
任
者
」
が
現
場
に
常
駐

し
て
指
揮
に
あ
た
り
、
ア
ス
ベ
ス

ト
の
飛
散
防
止
や
除
去
作
業
の
効

率
化
を
図
る
と
い
う
、
作
業
者
と

周
辺
環
境
の
安
全
確
保
を
徹
底
し

た
工
法
シ
ス
テ
ム
で
、
建
設
技
術

審
査
証
明
取
得
済
み
。

　

作
業
工
程
は
次
の
と
お
り
で
、

事
前
準
備
か
ら
片
付
け
、
最
終
処

分
、清
掃
後
の
搬
出
片
付
け
ま
で
、

石
綿
障
害
予
防
規
則
に
完
全
対
応

し
て
い
る
。

　

① 

事
前
準
備

・
施
工
計
画
の
作
成

・
作
業
者
の
教
育
と
健
康
診
断

・
作
業
管
理
区
域
の
設
定　

・ 

関
係
機
関
へ
の
申
請
（
乗
込
14

日
前
）、
都
道
府
県
知
事
（
政

令
指
定
都
市
市
長
）
と
労
働
基

準
監
督
署

　

② 

現
場
乗
り
込
み

・
備
品
・
什
器
の
清
掃
搬
出

・
作
業
管
理
区
域
の
清
掃

・
作
業
開
始
前
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

③ 

専
用
養
生

　

養
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
に

アスベスト対策 30 余年  キャリアと実績を生かすコンステックの提案
Ａ
Ｇ
バ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム

Ａ
Ｇ
リ
ム
ー
バ
ーＡ

Ｇ
‐
Ｊ
シ
ス
テ
ム

　
１
９
６
９
年
の
創
業
以
来
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
の
調
査
・
診
断
か
ら
補
修
・
補
強
工
事
ま
で
を

一
貫
体
制
で
行
い
、
既
存
建
築
物
の
長
寿
命
化
分
野
を
牽
引
し
て
き
た
コ
ン
ス
テ
ッ
ク
。
建
築
物
の
維

持
保
全
、
耐
震
性
の
向
上
、
環
境
対
策
、
省
エ
ネ
、
省
資
源
な
ど
の
社
会
問
題
に
対
す
る
専
門
企
業
と

し
て
多
様
化
し
た
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
同
社
は
、
80
年
代
か
ら
い
ち
早
く
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

に
取
り
組
み
、
除
去
技
術
の
導
入
や
、
日
本
の
建
物
や
環
境
に
合
わ
せ
た
処
理
方
法
や
薬
品
・
機
器
を

開
発
し
、
近
年
は
環
境
配
慮
型
の
新
技
術
・
新
工
法
の
研
究
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

大
気
汚
染
防
止
法
の
改
正
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
規
制
強
化
が
進
む
中
、
同
対
策
30
余
年
の
キ
ャ
リ
ア
と

実
績
を
誇
る
同
社
が
そ
の
集
大
成
と
し
て
提
案
す
る
除
去
工
法
「
コ
ン
ス
テ
ッ
ク
Ａ
Ｇ
バ
ブ
ル
シ
ス
テ

ム
」
を
中
心
に
、
安
全
・
安
心
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
技
術
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

研
削
時
の
粉
塵
を
泡
で
吸
着

飛
散
・
浸
水
な
く
除
去

生
分
解
性
１
０
０
％

環
境
配
慮
型
剥
離
剤

負
圧
湿
式
除
去
工
法
で

飛
散
な
く
完
全
処
理

【広告企画】

左：「AG バブルシステ
ム」泡の噴出状況。きれ
いな泡を吐き出し、粉塵
を含んだ泡を吸い込む
上：「AGリムーバー」ア
スベストを含む既存塗膜
仕上げ材を軟化・膨潤さ
せて除去する剥離剤

バブル溶液の循環システム図

泡で湿潤し、粉塵の飛散を防
止しながら下地調整材と仕上
塗材を同時に除去

ＡＧバブルシステムに
よる作業動画はこちら

る
。

　

そ
の
ほ
か
同
リ
ム
ー
バ
ー
は
、

青
色
着
色
を
施
し
て
塗
布
量
が
少

な
い
と
こ
ろ
や
塗
布
を
忘
れ
て
い

る
箇
所
を
目
視
で
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
ほ
か
、
粘
性
を
持

た
せ
て
厚
付
け
を
可
能
に
す
る
こ

と
で
厚
い
既
存
塗
膜
に
も
し
っ
か

り
と
膨
潤
し
て
対
応
。
簡
単
か
つ

安
全
に
確
実
な
施
工
が
行
え
、
環

境
に
加
え
て
除
去
す
る
人
に
も
優

し
い
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

よ
り
管
理
区
域
を
隔
離

　

④ 

専
用
設
備
設
置

・
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
設
置

・
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
設
置
（
エ
ア 

　

シ
ャ
ワ
ー
組
み
込
み
）

・
負
圧
除
じ
ん
装
置
設
置　

・
エ
ア
レ
ス
ス
プ
レ
ー
装
置
設
置

　

⑤ 

除
去
作
業

　

粉
じ
ん
飛
散
抑
制
剤
の
吹
き
付

け
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
、 

中
間

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
除
去
ア
ス
ベ
ス

ト
の
専
用
袋
詰
め
（
袋
は
２
重
と

し
、表
示
付
き
）
袋
詰
め
終
了
後
、

区
画
外
へ
搬
出
。

　

⑥
検
査
・
区
画
解
放
除
去
面
へ

の
カ
バ
ー
ア
ッ
プ
剤
を
吹
き
付
け

　

作
業
面
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
取
り

残
さ
れ
て
い
な
い
か
検
査
し
た

上
、
養
生
内
で
の
空
気
中
の
粉
塵

濃
度
を
測
定
。

　

⑦
片
付
け
・
清
掃
・
最
終
処
分
・

足
場
の
解
体
・
清
掃
後
の
搬
出

 

・
養
生
シ
ー
ト
の
撤
去

 

・ 

養
生
シ
ー
ト
等
の
廃
棄
物
搬
出

 

・
最
終
清
掃

 

・ 

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集

運
搬

 

・ 

最
終
処
分
（
管
理
型
処
分
場
・

埋
め
立
て
）
施
工
報
告
書
作
成

　

な
お
、
コ
ン
ス
テ
ッ
ク
の
ア
ス

ベ
ス
ト
粉
塵
の
飛
散
を
抑
制
・
防

止
す
る
主
な
薬
剤
は
以
下
の
と
お

り
。

 

・
粉
じ
ん
飛
散
抑
制
剤
Ａ
Ｇ
‐
Ａ

　

浸
透
性
粉
塵
飛
散
抑
制
剤
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
作
業
の
前
に
吹

き
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
吹
き
付

け
繊
維
を
湿
潤
化
し
、
粉
塵
飛
散

の
少
な
い
安
全
作
業
環
境
を
提

供
。

 

・
粉
じ
ん
飛
散
抑
制
剤
Ａ
Ｇ
‐
Ｓ

　

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
作
業
場
内
に

散
布
し
、
空
気
中
に
飛
散
し
た
ア

ス
ベ
ス
ト
繊
維
を
短
時
間
で
沈
静

さ
せ
て
安
全
な
作
業
環
境
を
作
る

加
湿
粉
塵
飛
散
抑
制
剤
。

 

・
カ
バ
ー
ア
ッ
プ
剤
Ａ
Ｇ
‐
Ｃ

　

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
後
、
目
に
見

え
な
い
残
存
繊
維
や
養
生
シ
ー
ト

面
に
付
着
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維

を
固
定
化
す
る
。
透
明
で
衝
撃
に

強
い
柔
軟
な
膜
を
形
成
し
て
完
全

に
封
じ
込
め
る
（
Ｃ
）
と
、
白
色

（
Ｗ
）
の
２
種
。

ディスクとカバーの間から噴
き出す泡が粉塵を包み込む
（写真は泡を強調）

発生した泡を吸引し、液だれ
を抑制しながら作業ができる


